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「目的］子 宮頸 癌 0期 と Ia期 にお い て 、円錐切除 （卜」

切〉に よ り子宮 を温存する リス ク を比 較評価 する

た め 、円切後ただ ちに子宮 を摘 出す るpreli 皿 i・

nary 　 study （A群 ：S48 −−S60）、お よび円切後 の

follow 　up　study （B群 ：Hl　
一現在）、を行 い 、そ

れぞれ の 臨床病理学 的所見お よび臨床経過 を検討

した 。 i方法1A群は 円切 時診断で 0期 、　 Ia期 の 43例

（42．2± 7．1才〉で、最終診断は O期 24例 、 Ia期 17

例 、lb期 2例で あ り、 円切標 本 に お い て病変の 円

周性占拠範囲と頚管 内奥行 き、切除 断端 におけ る

病変の 有 無 、摘 出子宮にお ける 病変の遺残 を検討

した 。 B群は円切後診断に て 0期41例、　 Ia期 ユ8例の

計59例 （34．4 ± 5．3才）で 、円切標 本にお い て病

変 の 円周性 占拠範囲 と切除断端 に お ける 有無

follow 　up 成績を検 討 した 。［成績ll．A群 では 、

0期に 比 して Ia期 で 頚 管内奥行 きが 深い 傾向が み

られ た 。 頚管側切除断端陽性例 は 、0期 24例 中 ユ例

（4．2％）、Ia期 17例 中4例 （23．5％）と、後者 にお い

て やや高頻度で あ っ た 。 　しか し、摘出子宮にお

ける遺残 は （1期で は み ら れず、1a期で も 1例 の み で

あ っ た 。 なお、円周性占拠範囲が 1／4以 下で は 、

切除断端陽性例 、 遺 残例 と もに認 め なか っ た 。

2．B群 で は 、頚管側切 除断端陽性は 0期41例中 3例

（7．3％）、Ia期 18例 中3例 （23．1％）と 、 後者に お い

て やや高頻度で あ っ た。また、観察期間は0期 で

は平均43．6 ヶ 月（6 −− 82ヶ 月）、Ia期 で は平均4S．2

ヶ 月 q 〜83 ヶ 月）で あ り、現 在まで の 再発例は0期

の 1例の み で la期で は 再発 を認め て い な い 。

［結論 ］la期で は切 除断端 陽性 の頻度力℃期よ りや

や 高 い が 、腫瘍 の 局所遺残 例や 局 所再発例は0期

と同様に 少数で あ り、Ia期 に お け る 子宮 温存 の リ

ス クは 意外 に高 くな い 可 能性が 示唆 され た。

［目的］我 々 は，基靭帯 は lamina　ligamenti　um −

bilicalis（Pernkopf），Mackenrodt靭帯及び側方

靭帯か らな る複合体で あるとの 見解を述べ て きた，

さ らに，荻野，Meigs らの lertheim，岡林術式 に

よ る 予後を参考 に して ，広汎子宮全摘術に お ける

基靭帯の 切除対象は ， Mackenrodt靭帯切離ま で で

良い が
， 骨盤側方の 廓清に は改善の 余地が有る と

報告 した．そ して 深子宮静脈ま で の 内腸骨血管臓

側枝をCUSAを用い 露出，分離 し，内腸骨血管分岐

部で 切離する方法を提案 した．我々 の 方法 に よ る

5年以上の 生存率 に つ い て報告する．

［方法］対象は子宮頸癌患者50名（1983〜91）， 進

行性直腸癌患者 27名で あ る．進行性直腸癌手術に

は単純子 宮全摘 出術，岡林術式 およ び内腸骨血管

をAlock 管ま で露 出 ， 臓側枝を切離する方法 を併

用 した．理 由は，直腸癌の 転移 の
一

部は内腸骨動

脈 に沿 うリ ンパ 系を上行 し内腸 骨節に 至るため基

靭帯起始部の廓清が必要で ある と共に ，腺癌で 放

射線照射 の 適 応外で 予後の 修飾がな く術式の 予後

の 評価 に適すた め で ある．生存率はKaplan−Meier

累積曲線 で 示 し，一般化Wilcoxonで 解析 した，

　［成績］子宮頸癌の 5年生存率は ， 1期95．4％

（21／22），2 期88．0％ （22／25），3 期100％ （3／3）で あ

っ た．直腸癌手術へ 3 術式を併用 した症例間の 予

後に は統計的有意差 はなか っ た． しか し，我々 の

方法を併用 した 群に ，臨床的な延命効果 と局 所再

発の 減少が 見 られた．

［結論］我 々 の 提案す る側方靭帯を温存 した広汎

子宮全 摘術は，臨床的に十分応用 され る もの と考

え る．ま た，こ の 方法の 一部は 次の TeLinde
’
s

Operative　Gynecology に 引用 され る予定 で あ る．
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